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        No. 2642
2023 年 7 月 31 日

【
う
ら
へ
続
く
】

日
本
共
産
党
が

保
険
証
存
続
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
発
表

　
　

岸
田
政
権
の
暴
走
止
め
よ
う

　

日
本
共
産
党
は
７
月
11

日
、「
健
康
保
険
証
の
存

続
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
へ
の
一
本
化
の
中
止
を

“
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

暴
走
”
を
止
め
よ
う
」
と

題
す
る
ア
ピ
ー
ル
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

ア
ピ
ー
ル
で
は
健
康
保

険
証
の
廃
止
は
、
国
民
皆

保
険
制
度
を
脅
か
し
、
命

に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る

と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
へ
の
一
体
化
で
無
保
険

扱
い
が
多
発
す
る
恐
れ
が

あ
る
と
し
て
、
保
険
証
の

存
続
を
要
求
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
運
用
を

い
っ
た
ん
停
止
し
、安
全
・

確
実
な
総
点
検
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、岸
田
政
権
が「
デ

ジ
タ
ル
重
点
計
画
」
で
運

転
免
許
証
、
母
子
健
康
手

帳
、
介
護
保
険
証
な
ど
さ

ら
な
る
一
体
化
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
の
は
、“
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
暴

走
”
だ
と
批
判
し
て
い
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を

財
政
負
担
、大
企
業
の
税
・

保
険
料
負
担
を
削
減
し
て

い
く
こ
と
だ
と
指
摘
。
個

人
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
特

定
企
業
の
利
益
拡
大
を
成

長
戦
略
に
位
置
付
け
る
政

治
が
、
不
安
と
不
信
を
広

げ
た
大
混
乱
の
根
本
に
あ

る
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
目
的
や
運
用

な
ど
根
本
か
ら
見
直
す
国

民
的
議
論
を
と
訴
え
て
い

ま
す
。ＮＰＴ再検討会議に向けて

　　政府に要請

　　核廃絶ＮＧＯ連絡会

　

今
月
末
か
ら
ウ
ィ
ー
ン

で
核
不
拡
散
条
約
︵
Ｎ
Ｐ

Ｔ
)
再
検
討
会
議
第
１
回

準
備
委
員
会
が
開
か
れ
ま

す
。
被
爆
者
や
平
和
団
体

な
ど
で
つ
く
る
核
兵
器
廃

絶
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
絡
会
は

18
日
、外
務
省
を
訪
れ
、再

検
討
会
議
に
向
け
た
要
請

を
岸
田
文
雄
首
相
と
林
芳

正
外
相
あ
て
に
行
い
ま
し

た
。

　

要
請
書
は
「
核
軍
縮
に

　

日
本
列
島
、
連
日
の
猛

暑
。「
各
地
で
危
険
な
暑
さ

が
続
い
て
い
る
」「
と
に
か

く
暑
い
」「
日
中
の
外
出
は

な
る
べ
く
控
え
て
い
る
が
、

夕
方
で
も
下
が
ら
な
い
」

「
東
京
は
年
間
の
猛
暑
日

最
多
記
録
を
更
新
し
そ
う

だ
」「
台
風
が
近
づ
い
て
い

る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る

長
は
『
地
球
沸
騰
化
の
時

代
が
到
来
し
た
』
と
気
候

危
機
対
策
の
強
化
を
求
め

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

最
低
賃
金
１
０
０
０
円

超
。「
厚
労
省
の
審
議
会
が

全
国
加
重
平
均
で
41
円
引

き
上
げ
１
０
０
２
円
と
す

る
答
申
目
安
を
ま
と
め

た
」「
初
め
て
の
１
０
０
０

円
超
え
だ
が
、
実
際
に

１
０
０
０
円
を
超
え
る
の

関
す
る
Ｇ
７
首
脳
広
島
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
「
核

抑
止
を
正
当
化
す
る
政
治

宣
言
が
被
爆
地
広
島
で
出

導
入
し
た
政
府
・
財
界
の

最
大
の
狙
い
は
、
社
会
保

障
給
付
を
抑
制
し
、
国
の

と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

異
常
気
象
、
ギ
リ
シ
ャ

で
は
山
火
事
が
発
生
。「
国

連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
局

さ
れ
た
」
と
し
て
強
い
抗

議
を
表
明
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
準
備

委
員
会
で
▽
第
６
条
の
核

軍
縮
義
務
に
関
す
る
既
存

の
約
束
を
再
確
認
し
、
具

体
的
な
履
行
計
画
と
実
行

を
核
兵
器
国
に
求
め
る
▽

核
兵
器
の
先
制
不
使
用
政

策
の
採
用
を
す
べ
て
の
核

兵
器
国
に
奨
励
す
る
▽
核

兵
器
の
人
道
上
の
影
響
に

対
す
る
深
い
懸
念
か
ら
成

立
し
た
核
兵
器
禁
止
条
約

の
意
義
に
触
れ
る
見
解
を

表
明
す
る
ー
こ
と
な
ど
を

求
め
て
い
ま
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

泡
消
化
剤
中
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

沖
縄
米
軍
基
地
周
30
地
点
で
指
針
超
え

　
　
　

国
は
調
査
を

　

沖
縄
県
は
、
発
が
ん
性

な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

に
つ
い
て
、
県
内
の
米
軍

基
地
周
辺
の
河
川
や
湧
水

な
ど
44
地
点
で
実
施
し
た

２
０
２
２
年
度
冬
季
の
調

査
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

福
島
原
発
汚
染
水
放
出
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
報
告
書

自
ら
の
安
全
基
準
に
不
適
合
、放
出

根
拠
と
な
ら
な
い

　
　
　

市
民
委
員
会
が
見
解

　

市
民
や
学
者
ら
で
つ
く

る「
原
子
力
市
民
委
員
会
」

︵
座
長
・
大
島
堅
一
龍
谷
大

教
授
）
は
７
月
18
日
、
福

島
第
一
原
発
の
処
理
汚
染

水
の
海
洋
放
出
に
関
す
る

国
際
原
子
力
機
関
︵
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
）
の
報
告
書
は
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
の
安
全
基
準
に
適
合

し
て
い
な
い
と
す
る
見
解

を
公
表
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
安
全
基
準
で

は
、
放
射
性
物
質
の
環
境

放
出
に
よ
る
利
益
が
損
害

を
上
回
る
こ
と
を
示
す

「
正
当
化
」プ
ロ
セ
ス
の
検

討
が
必
要
で
す
。
政
府
や

東
電
は
こ
の
「
正
当
化
プ

ロ
セ
ス
」
を
と
っ
て
お
ら

ず
、「
他
に
選
択
肢
が
な

い
」
の
繰
り
返
し
。
し
た

が
っ
て
海
洋
放
出
決
定
は

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
安
全
基
準
に
適

合
し
て
い
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
報
告
も
正
当
化
プ
ロ

セ
ス
の
評
価
を
怠
り
、
日

本
政
府
の
海
洋
放
出
決
定

を
追
認
。
見
解
は
、
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
の
結
論
に
は
重
大
な

瑕か

し疵
が
あ
り
、
海
洋
放
出

が
「
科
学
的
に
正
し
い
」

と
は
い
え
な
い
と
結
論
づ

け
ま
し
た
。

　

海
洋
放
出
を
中
止
し
、

代
替
案
の
実
施
を
検
討
す

べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

　　医療NOW

前立腺肥大症の
　　最新の治療法

　

前
立
腺
肥
大
症
の
治
療

は
薬
物
治
療
の
ほ
か
電
気

メ
ス
や
レ
ー
ザ
ー
に
よ
り

肥
大
化
し
た
線
種
を
削
り
、

尿
道
を
広
げ
る
方
法
が
と

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
治
療
の
一
つ
は

経
尿
道
的
前
立
腺
吊
り
上

げ
術
。
こ
れ
は
前
立
腺
の

中
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
埋

め
込
み
、
尿
の
通
り
道
を

開
通
さ
せ
る
治
療
法
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
経
尿
道
的

水
蒸
気
治
療
。
１
０
３
℃

の
水
蒸
気
を
噴
霧
し
、
肥

大
し
た
前
立
腺
組
織
を
壊

死
・
退
縮
さ
せ
、
尿
道
を

広
げ
ま
す
。

　

と
も
に
組
織
の
切
除
が

不
要
で
低
リ
ス
ク
、
性
機

能
の
温
存
が
特
徴
で
す
。

２
０
２
２
年
９
月
か
ら
保

険
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
︵
参
考
：
日
本
泌
尿
器
科

　
　
　
　

学
会
HP
な
ど
）

武蔵野の空襲と原爆パネル展

　武蔵野研究センタの場所には、戦争中、中島飛行機武蔵製作
所がありゼロ戦などのエンジンを作っていました。マリアナ諸
島が占領されるとサイパンなどから B29 が飛来、中島は空襲
の猛爆を受けます。また柳沢には原爆模擬爆弾も落とされまし
た。戦争のない平和な世界を求め、武蔵野市非核都市宣言平和
事業実行委員会などの主催で開催されます。

8 月１日 ( 火 ) ～ 10 日 ( 木 )　武蔵野市役所１階ロビー
8 月 12 日 ( 土 )　吉祥寺駅南北自由通路はなこみち
8 月 18 日 ( 金 ) ～ 21 日 ( 月 )　武蔵野プレース１階ギャ
ラリー

　

約
７
割
の
30
地
点
で
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の

合
計
値
が
国
の
暫
定
指
針

値︵
１
㍑
当
た
り
50
㌨
㌘
）

を
超
え
ま
し
た
。
最
大
濃

度
は
、
嘉
手
納
町
の
「
屋

良
ウ
ブ
ガ
ー
」
の
１
㍑
当

た
り
１
８
０
０
㌨
㌘
で
、

指
針
値
の
36
倍
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

普
天
間
基
地
周
辺
で
は

20
地
点
中
11
地
点
で
、
嘉

手
納
基
地
周
辺
で
は
13
地

点
中
12
地
点
で
指
針
値
を

超
え
ま
し
た
。

　

県
は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染

に
つ
い
て
両
基
地
が
「
汚

染
源
で
あ
る
蓋が
い
ぜ
ん然
性
が
高

い
」
と
し
、
国
や
米
軍
に

立
ち
入
り
調
査
や
国
に
よ

る
原
因
究
明
な
ど
を
求
め

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

は
た
っ
た
８
都
府
県
だ
け

だ
」「
日
本
の
最
低
賃
金
は

海
外
の
先
進
国
と
比
べ
て

低
す
ぎ
る
」「
全
労
連
な
ど

は
地
域
間
格
差
の
解
消
と

時
給
１
５
０
０
円
を
求
め

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー
の
不

正
問
題
。「
車
に
キ
ズ
を
付

け
た
り
し
て
保
険
金
を
不

正
請
求
し
て
い
た
」「
28

日
、
国
交
省
が
34
店
舗
に

立
入
検
査
に
入
っ
た
」「
損

保
ジ
ャ
パ
ン
と
の
癒
着
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
徹
底

的
に
調
査
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
維
新
の
会
の
馬
場

代
表
が
民
主
主
義
否
定
の

暴
言
。「
共
産
党
は
日
本
か

ら
な
く
な
っ
た
ら
い
い
と

発
言
し
た
が
、
と
ん
で
も

な
い
発
言
だ
」「
政
党
間
の

政
策
論
争
と
は
異
な
る
。

異
常
だ
」「
マ
ス
コ
ミ
や
各

界
か
ら
批
判
が
続
出
し
て

い
る
」「
自
ら
を
『
第
２
自

民
党
』
と
認
め
た
こ
と
も

驚
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

定
戦
で
日
本
が
イ
タ
リ
ア

に
勝
っ
た
」「
世
界
大
会
46

年
ぶ
り
の
表
彰
台
だ
」「
最

終
セ
ッ
ト
の
日
本
選
手
の

踏
ん
張
り
に
感
動
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
名
古
屋
場
所
。

関
脇
・
豊
昇
竜
が
初
優
勝
。

「
優
勝
し
た
あ
と
の
涙
に

び
っ
く
り
」「
モ
ン
ゴ
ル
出

身
で
は
10
人
目
の
優
勝
力

士
だ
」「
元
横
綱
・
朝
青
竜

の
甥
だ
と
い
う
」

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ネ
ー

シ
ョ
ン
ズ
リ
ー
グ
男
子
大

会
で
銅
メ
ダ
ル
。「
３
位
決


